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　旧ソ連邦時代の国勢調査の1989年度調査結果
が93年に発刊され、＼これをもって24年からほぼ
10年間に→度行われできた調査は終ったことに
なる。これらの調査のうち戦後部分の結果の分
析（主要には人口数、労働資源状態、就業構造
等の変化を調査）をとおして、旧ソ連邦経済の
危機と崩壊にいたる要因の一端を探ってみたい。
もとより、この結果はソ連邦全体、あるいは各
共和国のマクロ的就業構造の推移が分析できる
だけであり、より深い分析や判断に進んでいく
ためには該当する産業部門の就業構造、最終的
には該当する企業ﾉ（群）こぬ就業構造に関する分
析が必要である。その意味では本稿は概括的分
析にとどまるものである。　　　　　ｌ　　　　十
　ソ連型の行政主導配分経済にとぅて、「労働
資源」状況は経済成長に大きく決定的な影響を
与えてきたといえるだろう。　コブ･ダグラス関
数に基づく総合要素生産性測定、技術革新によ
る生産性向上率の推定方法は、フノ連型経済にお
ける「生産性」の変化に結節的意義をもつ労働
力資源の意義を十分に考慮していない、という
批判がSchwalbergによってなされている（1）。
　(1) 1959-89年め人口数、労働者数の変化
ニまず、戦後ソ連邦の人口数の推移をみる。表
iに見られるように、5.9年から89年にかけて２
億900万人から2¨億8700万人へと増加した。そ
の増加率は経年的に若干低下傾向にあるが、他
面、出生率はさほど低下しておらず√また死亡
率はかえって横ばいか若干の上昇を見せている。
この意味は、後述するように、ソ連邦が、先進
国的人目転換を進めjだ地域犬(この場合でも、少
産少死といった状態に達してはいないが)しと･、
発展途上国的人口増加状態にある地域との組合
せである点にある。ニ　　　　　犬
　また、60年代は都市人口数が急増し、総人口
数増加3289万人のうちほとんどが都市人口数増
加となうて表われできた。 70年代の総人口数増
加は2072万人とな:り、増加率は鈍るが、農村人
口減少が700万人に達し、大きく減った時期で
ある。80年代の総人口数増加は2430万人で増加
率は若干低下し、1また農村人口数減少も136万
人にとどまっている。　　　　し上
＼ただし、これらの動向を共和国別に見ると、
中央アジ＼す諸共和国と、スラブ・バルト諸共和
国では差異が見られる。スラブ・バルノト諸共和
国は全体的な人口増加率低減と、人口の都市集
中、農村人目減少が一貫して見られるのにたい
七、中央アジア諸共和国は人口増加率低減は明
白には見られず、都市人口、農村人口が双方と
も増加七ている。　　　　　　　　　　　　　∧
　相対的比較として、年代的に見ると、1960年
代は全体的に増加率が高く、その中で高い都市
人口増加、低い農村人目減少が見られ、70年代
は逆に、＼低い都市人口増加√高い農村人口減少
があり、中央アジア諸共和国の人口増も低い時
２期である。80年代は√低い都市人□増加ぐ高い＞=/j=･･｡
農村人口減少とあわせで､し中央アダアの仝共和……=j=
国の人口増加が若干上昇七だ時期と見る=こと=が＼ﾚﾉ
でき、ﾚと］れらの変動の総体が表=1のソ連人口変し
動であるら…………………………………………………I
　典型的な例を見でみﾉると、表工の下段においく
て、ウズづ:ク共和国では60年代から高い人口増ご
加率が都市、……農村双方に見･られ、ニ低下傾向を見
せない高卜出生率√比較的低い死亡率という発
展途上国的寸人口爆発」が見られる反面√平ズ
ト４７、∧ｊゴダシデ共和国に関七では√ソ連邦平均
よりは若干高い都市人口増加率√高jい農村入口
減少率が見]られるレノウズベクト共和国に比較する……………二………1万一一万･
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者七ある力卜しその性ﾚ･＼地域別変動岑見だのが表……j jl
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率は急減している/。　十……………=‥‥‥‥‥‥
＼をﾉの内訳は、=男女=とも都市就業者が60年代に
加00万人√70年代ぱ1850万人ミ80年代に970万
人と大きぐ増加ﾚしているのに対七､＼農村就業者大ぎぐ増加ﾚしているのに対しし､ﾉ農村就業者＼∧∧宍
は60年代に800万入減ご70年代宍にn7万人増､コ80十万＼ﾚj｡14=万
年代に266万人減となﾌﾟつておごりT√60→80年代をこ
通しｻごは約950万人の減となるレ………………
　さﾉらに√｢労働者｣、寸職員｣、……(万々:)レホ:－ス1員｣:
という社会集団別に見るとﾉ、＼60年代かﾚら70年代△
にかげ七は都市労働者層が大きくく増加し√それ＼
についT芒都市職員層√第三位に農村労働者の増＼
加が目だプの.であるが、………80年代には都市職員、し
?
j
…
……高度成
己上=に付
七=る膨大
戈:の＼あり
迫ﾉられ=でき
大問題を念
構造:φ変化
なの変化(3)
yは］ﾕ肉体労働
〔印年う〕1………70％
=ぱ約1600万
者数レフは約
かわらでいくな
卵8万人聯増、
付]けが247万
･増加である。｀･
7t万人心減少、
しているが、
分は全部で
に大ぎく増
門は農
と大き
｣=ﾄは:100万人、
ごﾉ……畜産41万人、搾乳
:………j=一農1I一粟jj
ごと
旧ソ連邦経済における就業構造の推移（保坂）
の分類では丁植物栽培従事者」＝「専門性なし」
とされており、この時期の再編成は実態的に労
働の性格が変化七た結果というよりは、コルホー
ズ組織再編等にともなう、統計上の名目的な項
目替えという性格が強いのではないかと思われ、
農業就業者の生産性向上に結び付く性格のもの
とはいいきれない。　　　　　　　　　　　　コ
　総体的にいって、60年代は農業部門を典型と
して、「項目外雑役的」な就業者が一応丁項目
内雑役者上に組み込まれていった変化をもとに、
工業化の中で、重・軽工業就業者、都市雑役就
業者も同時に増加している時期といえよう。〉
（b）ソ連邦:1970年代･。･。・。　　　･。･　　。・・。｡
　この間に「肉体労働者」の比率は70％から68
％と若干、低下している。就業者総数は1966万
人の増加、「精神労働就業者」数は約865万人の
増加（増加の内訳は60年代とほぼ同一である）･、
「肉体労働就業者⊥数は1000万人の増加（中身
は60年代とほぼ同一）で増加総数の51％をしめ
ている。増加部分の内訳は、機械製造・金属加
工が409万人増、うち、仕上げ・組立・設備組
立据え付けが191万人、機械技師が55万人、電
気設備が33万人の増加である。さらに√化学が
7万人、縫製工が25万人､∧建設工が55万人、自
動車輸送が272万人;、運送機械が47万人、商業・
食堂が113万人、公営サー･ビスが50万人､寸部門
外」が159万人の増加となづている。　ト
　他方、就業者が減少している職種は、農業就
業者が176万人、うち、メハ平サドルは83万人
の増加であるが、植物栽培従事者は91万人ぐ
「その他１は218万人の減少である。
　60年代と比較すると、この間、農業就業者減
が175万人に留まったため、「肉体労働者」総数
では約1000万人増になったといえる。つまりj1
農業就業者を減らさずに、新規労働力増加分で
必要増加分を補ったといえる6　犬　上
　前の時期の高い人口増加率の結果として、こ
の間、＼就業者増総数lは約2000万人と大きかった
のであるが、従来通りの工業化の推進、重化学
工業だけでなく、軽工業、=商業√雑役等も就業
者は増加しており、朋確な構造改革政策なしに、
３
豊富な労働力資源を浪費した性格がうかがわれ
る．∧　犬　＼　･･･．・　．　　　．．・　　．ト　　……
（c）ソ連邦と 1980年代……………：　　　　ノ
犬この間、寸肉体労働上就業者比率は63％に低
下しているノ就業者総数約700万人の増加かお
り、70年代の約36％に落ち込んだ。（精神労働
者丁数は約692万人の増加べ増加の内訳はにれ
までとほぼ同アである）、寸肉体労働者丁数は約
218万の減少となづており、丁肉体労働者」総数
がはじめて減少を見せてい=る。
……「肉体労働」就業者数における増加部分を見
ると、機械製造･＼金属加工が64万人、うち、仕
上げ､4組立・設備組立据え付けが116万人の増
加、食品労働が11万人、上自動車輸送が83万人、
運送機械が18万人、=商業・食堂が36万人√公営
サービスが20万人、寸部門外」が62万人、うぢ、
守衛等が37万人心増加、である=。……　……　＼
　万方、就業者減の職種は、電気設備工が=ｎ万
人、化学が0.4万人、づ建設工が19万人、繊維工
が:18万人、縫製工が2.7万人の減少懲ありﾚ√農
業就業者は490万人の減、うちメハ平ザ下ﾉﾚが2
5万人め減、/植物栽培従事者が408万人、搾乳オ
ペレ¬ダが30万人の減である。ト　　　　◇
　こしの=問、就業者増加率は大=きく低下七た宍が、
この事態にたいし、=就業構造政策は労働生産性
上昇にむけての再編成で対応できていない:。農
業部門のメノヽニザトルさえ減少し、逆に丁部門
外上の就業者が増加するとい万ったようIな変動に
その点を見ることができる。　十　　ト　　十
（d）ソ連邦:1960-89年　　　　　　　　万
　全体的に戦後ソ連の就業構造の変化をまとめ
てみると、まず、中核的に着実に増加している
部門は、　　　　ｊ　　　　＼　レ
犬「精神労働上では行政・党管理者、∧技師・技
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　60年代は総計約300万人の増加があるが、一
方で564万人の農業就業者の減かおり（「植物栽
培等」の減が565万人）、ニ他方で機械製作ｉ金属
加工就業者の367万人増、自動車輸送145万人増、
商業88万人増、「部門外⊥232万増がある。
　70年代には総計約300万人の就業者増がある
が、農業就業者減が144万人にとどまり、他方、
機械製作・金属加工が2↓4万人、自動車輸送が
150万人の増となり、「部門外」就業者が67万人
の増である･。　∧　　　　　/
　80年代には、農業部門就業者減は202万人、
うち、「植物栽培、専門性なし丁就業者が153万
人減少するが、メハ午ザ下ルも21万人も減少し
ている。　　　　　　　　　　　　　　二十　　　。●
　ロシアのウズペクとの違いは「植物栽培、専
門性なし」就業者が一貫して大ぎぐ減少してい
くが、ウズベクの場合は傾向的に一貫して減少
しているとはいえない点心見られる。農業政策
の共和国間格差といえよう。　　．Ｉ．。　　　　　■
（ｄ）ロシア：丁精神労働」1960－80年代　十
　　「肉体労働」就業者よりもさらに増加をする
のは「精神労働」分野であり、この間、総就業
者の19％から32％へ比率を上げている。職種と
しては、技師・技術者、医療従事者、科学・教
師従事者（特に教師、保母）、調達・販売、計
画・計算従事者が増加している。計画９計算従
事者が科学・教師従事者に匹敵する大きな数に
な７ている○
　以上、ソ=連全体とロシア、ウズベク共和国の
1960-80年代の就業構造の変化を見てきたが、
ソ連経済が危機を深め、91年に解体を遂げる経
緯の中で、就業構造から見た根本的問題は70年
代における産業政策、構造政策にあったと思わ
れる6∧ソ連において、石油資源、労働力資源が
もっとも豊かに入手できたこの時期、「西側」
のオイル・ショソクを契機とする構造不況、産
業構造の省資源化への変動とは違い、ソ連は両
資源を浪費して終わった。あるいは産業構造を
新しい事態に合わせて変動させる内的メカニズ
ムを備えていなかった。軍事的色彩を帯びた国
家行政配分的経済の欠陥を示したといえないで
あろうか。　ト
５
さらに、これまで見たような「精神労働」
「不生産的部門」が着実に増加‥（肥大化）して
いく問題は、文化的な独立国の発展の姿として
は当然の事であるともいえ、それが逆に「生産
部門」の生産性向上に影響を与えていくわけで
あるが、「不生産部門」め増大と国民の物質的
生活の着実な向上を支える経済的基礎は「生産
部門」の労働生産性の向上、汀生産部門」の成
果が軍事的に消費されず国民生活に関連する生
産力向上に向けら］れる事である、と/いえる訳で
あり√その点が根本的問題である。　　……
（４）就業構造の性別比較　………
　これまで見てきたソ連就業構造変化の「二極
的」性格、雑役・補助的職種が傾向的に減少し
ない経済的根拠万は、企業内子労働貯蓄志向上を
促進する経済制度があると同時=に、それを裏付
廿る賃金構造がある（呪性別にもとづく分業構
造はその賃金構造と密接な関連を:もうている。＼
　表４、こ5、ﾊﾟ６における、丁婦人就業者が総就
業者の過半数の比率､をしめる」職種を＼（基本的
には中項目、一部は小項且で）あげ七みる･。
「肉体労働１関係では、・機械製造・金属加工
の中め打ち抜き工、/電気工、時計修理、ノケーブ
ル敷工、巻き付け工√電気技術工、j・化学部門、
・建設資材部門ミ・製紙部門、=･印刷部門、=・
繊維工では一次加工、=糸巻工、紡績、織工、編
工、染色工、・縫製工、・皮革製造工、）=靴製
造工、・食品労働、・建設工ではサンキエ、パ
農業部門では植物栽培、畜産、搾乳、養禽√園
芸、野菜栽培、・鉄道従業者のう丿ち見回り、車
掌、・自動車輸送のうち都電運転、車掌、準備
工、・通信従事、・商業･i食堂、公営サービス、
・看護・保母、・「部門外」では計算機オペレー
ター、実験助手等、スタツプ係、万荷造り係、監
督・検査等、‥倉庫係等となっていくる○｡
　また、「精神労働」関係では、。ｺ技師・技術
者の中の設計者、規格化専門者、/作業指令者、
実験室助手、・医療従事者、・科学者・教師の
中の特に初等・中等教師と保母、・文化・啓蒙
労働者、・商業・食堂１調達・供給、・計算・
計画従事者、・事務担当、・吏員である。
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旧ソ連邦経済における就業構造の推移（保坂）
一定の労働資源をどう合理的に、節約的に利用
しうるか、という課題に対しては根本的な欠陥
をしめ七たように思われる。さらに、企業内
「労働力貯蔵志向上を生み出すような経済メカ
ニズムの欠陥のため、労働生産性向上は十分達
成されず、その結果、ニこれまで見てきた「不生
産的」就業者のたえざる増加にソ連経済は耐え
きれなかった。
注：　　　　　　　十
　(1 ) P.Hanson、The　Serendipious　Soviet
Achievement　of Full　Ｅｍｐｌｏｙｍｅｎt:Laboリｒ
･Shortage and ･Labour ･Hoading in the Soviet
Ｅｃｏｎｏｍｙ、（Ｄ.Ｌａｎｅ･.　　ed.｡Labour　　and
Employment in the USSR、 1986所収）、p95｡
　（2）大津定美、丁現代ソ連の労働市場」(1988)、
A.Kahan､B.A.Ruble　ed.、Industrial　Labour
in the USSR、 (1979).
　（3）ソ連の国勢調査における就業者統計は基本的
に職業別分類による統計しかない。日本等に見られ
るような、圧倒的に産業別分類に基づく統計利用と
は状況が異なっている。しかし、日本の就業者構造
との比較といったような問題の場合、企業や国家経
済活動のありかたが根本的に異なっており、産業別
分類よりは職業別分類に基づく比較がより実態に近
いともいえる。
　ソ連の職業別分類は「主要に肉体労働上従事と、
「主要に精神労働」従事に大きく分類される。経済年
鑑では、それぞれが「物質的生産部門」と「不生産
的部門」に分類される場合もある（「ソ連国民経済年
鑑」）。中、小分類の内訳は、日本の職業別分類の中、
小分類と比較的共通している。　　　　　　　　　ト
　（４）この表は、就業構造の変化動向を分析するた
めの表であり、いずれかの調査期間中に10万人以上
の就業者数変動のあった小項目のみを表記七ている。
ただし、「小計」は中項目をもとに計算してあるので
就業者総数が算出されている。表に見られるように、
統計を整理すると、ソ連邦全体として、各調査にお
いて約600－800万人の「不明分」が出てくる。誤差、
一時的失業者、分類不能者等を含むと考えられる。
1989年の国勢調査においては、「無職」の定義は、
「職場変更のため22日以上労働しない者」、「中等技術
専門学校、省職業学校の生徒」、「年金者で労働せず
あるいは臨時作業に従事する者」、「国家保安要員」、
「被扶養者」を含んでおり、「被扶養者」を除くかな
りの「無職者」が下不明分」に入っていると思われ
了
る。ニ《H T o r H　B c e c o K)･3 H O li　ｎ ｅ ｐ ｅ
ｎ：H c H H a c e Jlｅ Ｈ Ｈ H 1989 Ｐ ０ ７１ａ》 、To
Ｍ１１、Ｉｌａ／ｃＴｂ２、C T P .411.
　（５）大津定美、同上書、144ページ。
､(6) B.P.Po､ckeney、？ＳＯＶＩＥＴ　STATISTICS
since 19り0"(1991),p.58.
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８表1……ヽy連、諸共和国の人口変動∧(1959≒8り年6………J･千人よ)が丿]ﾆ１　ソ連 国の人口変動（1 59－89年レ千人。ガッコ内は年間幾 可平均増減率）
19 5 9 19 7 0　　　増減 １９７９　犬増減 19 8 9　　　増減
総計
　都市人口
　　比率％
　農村人口
　　比率％
　出生率(‰)
　死亡率(‰)
自然増減(‰)
208827
　99978
　　48
108849
　　,52
　　24.9
　　　7.1
　　17.8＊
241720(5.79)　32893
135992(12.14) 36114
　　　56
105729(土16）-3120
　　　44
　　　17.4
　　　8.2
　　　9.2
ゾ262436(3.98) 20716
　163586(8.92)　27594
　　　62，　/
　　98850(-3.24)ﾄ6879
　　　38　T･，
　　　18.3
　　　10.3
　　　佐0
286731(3.85)　24295
189242(6.3)　25656
　　　66
　97489G0.60) -1361
　　　34
　　　17.6
　　　10.0
　　　　7.6＊＊
エストニア
　都市人口
　　比率％
　農村人口
　　比率％
　出生率(‰)
　死亡率(‰)
自然増減(‰)
1197
676
　56
521
　44
　16.6
　10.5
　　6.1*
1356(4.92)　　159
　881(10.46)　205
　65
475(-3.65)　　一46
　35
　15.8
　1□
　　4.7
1466(3.76)ブ110
1022(7.16)　∧糾1
　70　　　犬
　444(-3.26)コー31
　10、　　　ﾌﾟ゛
ソ15,0 ゛， J
　12.3　、.
　　2.7　　]
1583(3.33)　　117
1134(4.52)　　112
　72゛
　449(0.49)　　　5
　28
　15.4
　10.0
　　5.4＊＊
ロシア
　都市人□
　　比率％
　農村人口
　　比率％
　出生率(‰)
　死亡率(‰)
自然増減(‰)
117534
61611
　　52
　55923
　　48
　　23.2
　　　7.4
　　15.8
130079(4.00)　12545、
　80981(10､79) 19370
　　62
　49098(-5.14) -6825
　　38
　　14.6
　　　8.7
　　　5.9
137551(2.70)　　7472
　　95374(7､89) 14393
　　　　69　　　　　　ェ
　　42i77(-7.33) -6921
　　　　31　・ノ
　　　　15.9
　　　　11;0/、ノ
　　　　　4､.9 ■■:
147400（3.00）　9849
109076(5･.83)　13702
　　’74
　38324(-4.16) -3853
　　　26
　　　14.6
　　　10.7
　　　3.9
ウズベク
　都市人口
　　比率％
　農村人口
　　比率％
　出生率(‰)
　死亡率(‰)
自然増減(‰)
8119
2729
　34
5390
　66
　39.8
　　6.0
　33.8
11799(14.76)　3680
　4322(18.15)　1593
　　37
　7477(12,92)　2087
　　63
　　33.6
　　5.5
　　28.1
15391(12.82) 3592
　6347(18,､54)　2025
　　41ﾄ．(ム
9043(9.18)　、1566
　　59 ゛ブ
　　33.8
　　7.4才
　　26.4　　二
　　19905(11.2)　4514
っ　8161(10,9)　1814
･、　　41
　　11744(11.4)　2701
　　　　59
　　　　33.3
　　　　　6.3
　　　　27.0
出典：各ソ連国勢調査、各年次の“Ｈ．Ｘパより作成。*=1960年,ご**ア1988年。
|日ソ連邦経済における就業構造の推移（保坂）
表２　就業者数の変動（万人）
　　　　　　　　（個人副業経営を除く）
総　　　計
1959　1970　1979　1989
全就業者
　　　　　増減
9913　11520　13486　14189
　　　　1607　　1966　　703
都市・男性就業者
　　　　　増減
都市・女性就業者
　　　　　増減
都市就業者増減‘
2524　　3549　4433　5015
　　　　1025　　884　　582
2157　3541　　4505　4891
　　　　1384　　964　　386
　　　　2409　　1848　　968
農村・男性就業者
　　　　　増減
農村・女性就業者
　　　　　増減
農村就業者増減
2629　2234　2354　2374
　　　　-395　　120　　20
2603　2197　2194　1908
　　　　-406　　-3　　-286
　　　　-801　　117　　-266
労　　働　　者
全就業者
　　　　　増減
4615　6632　8094　8293
　　　　2017　1462　　199
都市・男性就業者
　　　　　増減
都市・女性就業者
　　　　　増減
都市就業者増減
1825　2534　3179　3564
　　　　709　　645　　385
1287　2057　2516　2467
　　　　770　　459　　，49
　　　　1479　1104　　336
農村・男性就業者
　　　　　増減
農村・女性就業者
　　　　　増減
農村就業者増減
928　1137　1350　1378
　　　　209　　213　　28
575　　904　1050　　884
　　　　329　　146　　-166
　　　　538　　359　　-138
職　　　　　　　員
全就業者
　　　　　増減
1967　3062　3890　4619
　　　　1095　　828　　729
都市・男性就業者
　　　　　増減
都市・女性就業者
　　　　　増減
都市就業者増減
629　　986　　1215　　1401
　　　357　　229　　186
808　　1451　　1962　2398
　　　643　　511　　436
　　　1000　　740　　622
農村・男性就業者
　　　　　増減
農村・女性就業者
　　　　　増減
農村就業者増減
260　　270　　283　　310
　　　　10　　13　　27
270　　355　　430　　511
　　　　85　　75　　81
　　　　95　　88　　108
コルホーズ員・
全就業者
　　　　　増減
3305　1790　1497　1252
　　　-1515　　-293　　-245
都市・男性就業者
　　　　　増減
都市・女性就業者
　　　　　増減
都市就業者増減
64　　28　　39　　44
　　　-36　　11　　　5
61　　23　　26　　18
　　　-38　　　3　　-8
　　　-74　　14　　-3
農村・男性就業者
　　　　　増減
農村・女性就業者
　　　　　増減
農村就業者増減
1429　　822　　720　　683
　　　　-607　　-102　　-37
1750　　918　　712　　507
　　　　-832　　-206　　-205
　　　-1439　　-308　　-242
出典：各ソ連国勢調査より作成。
　　　89年＝10巻表1, 79年三=８巻表2，
　　　70年＝５巻表２より作成。
９
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表３　婦人の就業率（社会経営就業）　　犬
19 6 0 19 7 0 ≒198ｿ0 19 8 9
生産年齢数　　就業者数 生産年齢数　　就業者数 生産年齢数　　　就業者数 生産年齢数　就業者数
ｿ連
　　男
　　女
119822　　62234(51.9)
55076　　32984(59.9)
64745　　29250(45.2)
130101　89804(69.0)
　63795　44004(69.0)
　66306　45800(69.1)
151884　　ヽ112880(74.3)
　76061　　　55311(12 n)
　75823　　　57569(75.9)
158911 141892(89.3)-
81907　73894(90.2)
77004　67998(88.3)
ロシア
　　男
　　女
68609＊　39176(57.1)
31342 *　19588(62.5)
37268 *　19588(52.6)
72992　53934(73.9)
35884　25349(70.6)
37108　28585(77.0)
82959* *　65988(79.5)
41572* *　、31674(76.2)
41387 * * 34314(82.9)
83746　76905(91.8)
43440　39701(91.4)
40306　37204(92,3)
ウズベク
　　男
　　女
3989*　1513(37.9)
1943*　　923(47.5)
2046*　　590(28.8)
4979　　2661(53.4)
2475　　1570(63.4)
2504　　1091(43,6)
7345* *　　4149(56.5)
3727 * *　2365(63.5)
36推*＊　　1784(49.3)
　9719　7803(80.3)
　4983　4259(85.5)
4736　3544(74.8)
エストニア
　　男
　　女
688＊　　456(66.3)
321*　　228(71.0)
367＊　　228(62.1)
762　　615(80.7)
382　　289(75.7)
380　　326(85.8)
846＊＊　　　700(82.7)几
ぺ28＊＊　　、322(75.2)
　418* *　378(90.4)
880　　850(96.6)
465　　426(93.6)
424　　424(100.)
*=1959年,＊＊＝1979年。　・就業率＝就業者数／生産年齢人口数よ
出典:B.P.Pockney,"SOVIET STATISTICS since 195Q",(199.1),pp.48一位
　　　　　　　　　　　　　　　　　表４　ヽﾉ連就業者数の変動(万人レレ　ソ
婦人比率
ソ連 19 5 9 19 7 0　増減Ｉ 19 7 9　増減 19 8 9　増減 １９５､９　19 7 0 19 7 9 19 8 9
就業者総数（Ａ） 9913.0 11620.4　1607.4 13486.0　1965,6 14189.2、703.2 48　　　50　　50　　　48
精
神
労
働
国家管理
党・社会組織管理
企業・小部門管理者
　　　　　企業管理者
　　　　　生産技術部
　　　　　工場等の管
技師・技術者
　　　　　専門技師長
　　　　　技師
　　　　　設計者
　　　　　機械技師
　　　　　規格化専門
　　　　　作業指令者
　　　　　組長
　　　　　技術者
　　　　　実験室助手
農業・畜産技師、獣医
医療従事
　　　　　医師●長●
　　　　　看護婦
科学労働者・教師・養
　　　　　研究・調査
　　　　　中等専門教
　　　　　初等・中等
　　　　　体育●スポ
　　　　　幼稚園●託
文化・出版労働
　24.7　　21.2　　-3､6
　　　　　　26.2
109.8　　157.0　　47､2
　28.3　　30;l　　1.8
　13.5　　39.3　　26.8
　32.2　　58.2　　26.0
404.6　　8S3.2　448.7
　13.6　　28.2　　14.7
　67.0　　249.3　182.3
　22.3　　48.0　　25､7
　24.8　　50.5　　26.7
　16.5　　22.1　　5.6
　13.6　　29.7　　16.1
　76.4　　157.7　　82.3
　51.3　　98.8　　47､5
　43.6　　72､4　　28､8
　47.7　　62.5　　14.8
170.2　　262.0　　91､8
　37.7　　62.8　　24.9
　69.3　　)28.7　　59,4
283.6　　507.6　224,0
　18.8　　45.6　　26.8
　12.8　　30.3　　17.5
202.3　　303､0　100.7
　10､7　　13.7　　3.0
　27,5　　96.9　　69､4
　10.4　　14､3　　3.9
　28,0　　6.9
　35､7　　Ｊ.5
　211､6　　54.6
　51.1　　21.0
　54.9　　15.6
　71.5　　13.3
1204.2　35!､0
　44.8　　16.6
　454.1　　20.48
　67､3　　19.3
　62.5　　12.0
　36.2　　i3､1
　42.8　　13.1
　206.1　　48.4
　116.0　　!6､2
　68.3　’ -4.1
　76.5　　14.0
　346.5　　84､5
　95.6・33.0
　176,]　　47,4
　649.1　　141,6
　69.0　　23,4
　40.5　　10.2
　345､8　　42.8
　25.7　・ 12.0
　148､1　　51.5
　18.0　　3.7
31.2　　3.2
　　46.6　　10.9
　276.3､･　　64､7
　72.1'　　21.0
　70.9 ’ 16.Q
　90.5　　19.0
　1310.0　105.8
　　63.5　18.7
　577.6ヽ123,4
　　62士　　巧,1
　　66.8　　4.3
　　50.1　　7.3
　216.3　9.2
　･102､0‥　-12､4
　　65.6、-2.7
　　79.3　　2,8
　452,6･　106.1
　129.4　　33.8
　226.8　　60.7
　853.7　　204.6
　　86.4　　17､.4
　　5L8、U.3
　425.0　　79､2
ぃ　33.4　　7.7
　234.8ｽﾞ　86.4
　18:9　　0.9
　　　　　　26　　34　　　40
　13　　　21　　　24　　　26
　12　　　14　　21　　　23
　20　　　24　　30　　　31
　　　　　　　　　　　　　　　　　24
　40　　　44　　49　　　50
　　　　　　　　　　　　　　　　　18
　32　　　40　　48　　　56
　56　　　57　　61　　　58
　61　　　76　　80
　51　　　65　　75　　　78
　､24　　　27　　30　　　32
｀45　　　59　　69　　　67
　86　　　85　　88　　　89
　34　　　36　　39　　　41
　89　ノ　88　　88　　　86
　76　　　72　　69　　　67
99.5　　99.1　　99.1　　　98
　67　　　88　　88　　　73
　38　　　72　　69　　　30
　38　　　40　　41　　　44
　73　　　72　　72　　　73
　27　　　24　　27　　　30
　95　　　98　　98　　　98
゛46　　　53　　61　　　62
働11旧ソ連邦経済における就業構造の推移□(保坂)
?????????????????????????????????????????????? ?????????
7054
???????????????? ?? ??????????????? ?? ? ????????????????? ?? ???????? ?????????????? ??? ??????????
?
?
??
?????????????? ‐?????? ? ??? ???????????????????????????
??
文化・啓蒙労働者
　　　　　図書館管理
芸術労働者
法務関係
商業・食堂・調達・供
　　　　　商品係り
計画・計算従事者
　　　　　エコノミス
　　　　　検査・監督
　　　　　簿記係り
　　　　　会計係り
　　　　　出納係り
　　　　　計算係り
事務担当従事者
　　　　　タイピスト
　　　　　秘書●そめ
公営・サービス従事
行政・経営部局管理
???????????
17
:10
??
?
?
?
???
??
??
??
??
?
??
? ??
７
???
60
51
58
56
???????? ???????????? ??????
?????????
?
??
??
???????????????????????????????
??
?
?
????????
????????????????
??????????????????????? ??? ?????????????????????? ‐ ?
707054-21.6
　4.8
　33.9
????
??????
??
??
?
??
?
??
??
?
?
??
????????????
??
??
???
61696764
???????? ??
?
??
?
????????
?????????????‐?? ??
????????????????????????????? ?? ???????? ????????????????? ?????? ｛?? ???????
???????????????? ????????????????????????????????????????????‐??????????????????
????????）???????????????????????? ? ????????????????????????????????
???―?
????
???
??
?????
?
?????
??
??????
??
?
??
?
?
48.3
266.5
-
160.7
39.2
??????? ?? ?????????????? ? ??? ??????? ? ? ??????????????????????
??
?
?????????????????????????????????????????
? ? ?????????????????????????????????????????? ??? ? ?? ?? ? ? ?
252.6
-
112.4
118.7
発電所従事
鉱山労働
?????????????????????
?
??
金属加工
旋盤工
フライス工
工作機械付
熔接・切断
仕上げ・組
鍛治工
水道工・導
設備・機器
電気設備工
　(その他
化学生産オ
型工・仕上
森林保全・
伐採・製材
冶金・鋳造
機械製造・
????????????? ????????????????????????????????????????????????????????????????????
化学関係
建設資材
木材供給
木材加工
???????
????????????
食料品工場労働者
　　　　　　(その他
建設工
　　　　　掘削機技師
　　　　　建設●道路
　　　　　コックリ●
農業就業
34.1
　341.7
1137.6
　136.8
　177.2
59.7
15.7
242.1
　61.1
　96.1
143.1
?
? ? ? ?
? ?
? ?
? ? ? ? ? ? ? ?? ?
? ― ?
? ? ? ? ? ??
? ?
? ?
? ?
?
? ?
? ? ? ?
?
?
? ?
? ?
?
? ?
?
?
?
? ?
?
?
? ? ? ? ?
プリガーダ
班長
トラクター
植物栽培
畜産・牛番
搾乳婦
馬丁
養豚工
牧童・家畜
園芸・葡萄
肉
体
労
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　　　　　野菜栽培・
　　　　　　(その他
漁業・養魚
鉄道現業工
　　　　　線路振付工
　　　　　見回り・踏
水運従業員
自動車輸送・都電就業
　　　　　自動車・バ
荷馬車夫
積み込み夫
木材接合
通信従事者
　　　　　郵便配達
リフト・運送機械従事
　　　　　クレーッ技
　　　　　索具工
商業・食堂従事
　　　　　販売・倉庫
　　　　　コック
公営・生活サービス従
　　　　　清掃者
　　　　　その他
映画技師
看護・保母
部門外従事
　　　　　計算機ｵﾍﾟﾚﾀｰ
　　　　　守衛●番人
　　　　　地質調査●
　　　　　荷造り・秤量
　　　　　監督・検査
　　　　　倉庫●検査
　　　　　雑役
　　8.5
2479､8
　16.1
　166,4
　37.5
　35､2
　24.4
　339.5
　317.4
　78.4
　163.2
　　5,8
　71.9
　24.3
　59.7
　25.4
　　6.1
　190.0
　111.6
　52.3
　542.8
　173.3
　279､3
　89.5
　203.0
　　7.4
　62.2
　90.5
　246.2
　10.1　　1,6
225.9　-2253.9
　9.1　　-7.0
138.0　　-28.4
　24.1　　-13.4
　24.5　　-10.7
　22.5　　-1.9
626.4　286.9
592.8　275.4
　21.1　　-57.3
109.2　　-54.0
　3.1　　-2.7
　85.2　　13.3
　35.4　　H.1
　97.6　　37.9
　55.4　　30.0
　20.3　　14.2
357.6　167.6
213.1　　101.6
108.7　　56.4
371.3　-171.5
246.8　　72.5
　10.9　-268,4
　18.6
160.5　　71.0
732.8
　7.5
159.4　　-43.6
　35.4　　28.0
　30.6
　84.6　　32.4
122.8　　32.3
196.8　　-49.4
　26.3　　16,2
　8.2　-217.7
　7.9　　-1.2
137.3　　-O､7
　26.8　　2.7
　17.4　　-7.1
　20.4　　-2.1
898.6　272.2
866.6　273.8
　8.2　　-12.9
122.1　　12.9
　2,0　　-l､1
　98.2　　･13.0
　38:7　　3.3
144.4　　46.8
　84.9　　29.5
　30.1　　9.8
471.0　113.4
276.8　　63､7
155.7　　47,0
421.2　　49.9
278.6、32.8
　13,2　　L3
　14.5　　-4.1
188.0 27,5
891.9　、169.1
　24.3　　16.8
173.8　　14.4
　74,7、39.3
　43.9、　13.3
131.2　　46:6
170.6　　4･7.8
174.2　　-22.6
　　25.0　　-1.3
　　-0.1
　　　8.4　　0.5
　　125､7　　-11.6
　　23.0　　-3.8
　　､10.6･　　-6.8、
　　30.6　　10.2
　982.0　8＆4
　､951.3 84,7
　　　5,2･｀　-3,0
　　121.0　-1､1
　　　1.5　　-0.6
　　92.2 :　-6.0
　　34.7　　-4.0
　　162.4　　18.0
　　89.5　　4,6
　　31,0　　脹0
、506､7　　35,7
　285.7　　8.9
　181.9　　26､2
　441､5.・20,3
　268.6　・ 10.0
　　16,2　　3.0
　　12,5　　，2.0
　198､,7、10.7
　954,1　　62.2
　　40､0　15.7
　2口よ　　37.3
　　73.1　　-1.6
'
43.9　　0.0
　　132､1ご　0.9
　　181.0　゛､10.4
　　　　　　83　　83　　　74
　31、　34　　32　　　25
　　　　　　71　　　73
　6　　　4　　　3　　　2
　78　　　85　　86　　　84
　､73　　　84　　86
　87　　　91　　　92　　　89
、85　　　91　　　93　　　91
　88　　　91　　　90　　　87
　67　　　91　　　91　　　89
　　　　　　98　　99　　　98
　97　98　　98　　　97
　　　　　　96　　94　　　87
　　　　　　88　　90　　　89
　　　　　　84　　85　　　83
　　　　　　88　　89　　　87
　　　　　　74　　82　　　88
小計（Ｃ） 8120.8 8144.1　　23.3 9148.0: 1003.9 、8929.7　-218.3
「肉体労働」－（Ｃ） -142.3 301.6 358.1
（Ａ）－（Ｂ）－（Ｃ）＝（Ｄ） 110.2 568.1 664.8 894.5
D/A 1.1 4.9 4.9 6,3
い
り 　 ゝ ♂ % ♂
|日ソ連邦経済における就業構造の推移（保坂）
表５　ウズベク共和国の就業者数の変動（万人）
13
婦人比率
19 5 9 19 7 0　増減 19 7 9　増減 19 8 9　増減 19 6 9　19 7 0 19 7 9　19 8 9
就業者総数（Ａ） 326.3 423.8　　97.6 620.1　　196.3 780.3　　160.2 44　　　48　　49　　　45
精
神
労
働
国家管理
党・社会組織管理
企業・小部門管理者
技師・技術者
農業・畜産技師、獣医
医療従事
科学者・教師
　　　　　研究・調査
　　　　　中等専門教
　　　　　学校管理
　　　　　初・中等教
　　　　　体育関係
　　　　　幼稚園管理
文芸・出版労働者
文化・啓蒙労働者
芸術労働者
法務関係者
通信従事
商業・食堂・調達
計画・計算従事者
事務担当従事者
公営サービス
行政・経営部局
吏員
　1.1
　2.2
　8.4
　1.5
　4.9
10.7
　1,0
　8.1
　0.3
　0.9
　0,3
　1.1
　0.6
　0.2
　1.0
　6.8
10.2
　1.6
　1.3
　0.5
　0.6　　-0,5
　0.7
　4.5　　2.3
21.2　　12.8
　1.8　　0.3
　9.8　　4.9
23.9　　13.2
　1.4　　0.4
　1.6　・
　0,9
16.6　　8.4
　0.3　　　0
　3.3　　2.4
　0.5　　0.2
　1.9　　0.8
　0.8　　0,2
　0.3　　0.1
　5.8　　-1.0
14.9　　4.7
　3.2　　1.6
　0.5　-0.8
　1.2
　0.5　　　0
　1.1　　0.5
　1.2
　6.5　　2.0
　33.5　　12.3
　2.7　　0.9
　17.0　　7.2
　41.2　　17.3
　1.9　　0.5
　2.2
　1.1
27.2　　10.7
　1.0　　0.7
　7.8　　4.5
　0.7　　0.2
　2.8　　0.9
　1.3　　0.5
　0.5　　0.2
　6.8　　1.0
21.4　　6.5
　6.0　　2.8
　0.7　　0.2
　2.0　　0.8
　0.7　　0,2
　1.5　　0.4
　9.8　　3.3
　41.7　　8.2
　3.6　　0.9
　28.5　　11.5
　64.4　　23.2
　2.3　　0.4
　3.1　　0.9
　1.2　　0.1
42.0　　14.8
　1.4　　0.4
14.5　　6.7
　0.7　　　0
　4.4　　1.6
　2.2　　0.9
　1.1　　0.6
10.0　　3.2
27.1　　5.7
　7.2　　1.2
　1.4　　0.7
　3.0　　1.0
　1.2　　0.5
20　　　26　　29　　　36
　　　　　24　　　27　　　31
11　　　16　　　18　　　18
38　　　40　　41　　　39
14　　　12　　　12　　　17
78　　　76　　79　　　80
45　　　51　　　57　　　64
37　　　39　　41　　　35
35　　　40　　41　　　44
15　　　19　　　19　　　26
44　　　46　　51　　　59
15　　　20　　　15　　　21
94　　　97　　97　　　88
30　　　35　　42　　　43
47　　　72　　77　　　73
28　　　30　　34　　　34
25　　　27　　32　　　33
74　　　73
19　　　29　　33　　　36
45　　　60　　63　　　62
70　　　86　　91　　　85
46　　　48　　51　　　36
　　　　　　　　　　　　　　30
17　　　22　　28　　　21
小計（Ｂ） 62.4 92.1　　39.7 146.1　　54.0 207.8　　61.7
「精神労働」－（Ｂ） 4.0 6.5 6.9　　　？
肉
体
労
働
発電所従事
鉱山労働
冶金･鋳造
機械製造・金属加工
化学関係
建設資材
木材供給
木材加工
製紙工
印刷工
繊維工
縫製工
皮革・毛皮製造工
靴製造工
食料品工場労働者
建設工
農業就業
　　　　　プリガーダ
　　　　　トラクタ
　　　　　畜産・牛番
　　　　　搾乳婦
　　　　　馬丁
　　　　　養豚工
　　　　　牧童
　　　　　その他畜産
　　　　　養禽工
　　　　　養蜂工
　　　　　園芸
　　　　　野菜
　　　　　散水作業工
　　　　　植物栽培等
漁業・養魚従事者
鉄道現業工
水運従業員
自動車輸送・都電就業
その他輸送
通信従事
商業・食堂従事
公営サービス
看護・保母
部門外
　　2
　　1.1
　　0.5
　14.8
　0.5
　1.3
　0.1
　　2
　0.1
　0.4
　4.4
　3.5
　0.3
　1.2
　　2
　12.7
175.6
　2.8
　7.5
　1.8
　1.5
　0.8
　0.3
　　5
　0.3
　0.2
　0.1
　0.4
　0.1
　0.7
150.7
　0.3
　2.3
　0.2
　10.1
　6.2
　0､4
　4.8
　13.7
　2.4
　7.1
　　1.
　　1.
　　0.
　27.
　　1.
　　1.
　　1.
　　0.
　　0.
　　4.
　　0.
　　1
　16
152.
　2.
　10.
　0.
　1.
　0.
　0.
　3.
　0.
　0.
　0.
　0
　0
　0
131.
　0.
　2.
　0.
　21
　2
　0
　10
　17
　4
　17
　-0.4
　0.1
　0.2
　12.6
　0.8
　-0.1
　-0.1
　-0.4
　　0
　0.2
　-0.3
　1.5
　-0.1
　-0.2
　-0.2
　3.4
-23.1
　-0.7
　3.4
　4.4
　-0.3
　-0.7
　-0.2
　-1.1
　-0.1
　　0
　　0
　　0
　　0
　-0.3
-19.4
　-0.2
　-0.2
　　0
　11.7
　-3.6
　0.5
　5.7
　　4
　　2
10.7
　2.6　　0.3
　1.6　　0.4
　　1　　0.3
　　42　　15.3
　　1.6　　0.3
　　2.2　　　1
　　0.2　　0.1
　　1.8　　0.3
　　0.1　　　0
　　0.6　　-0.4
　　6.9　　2.8
　　9.3　　4.3
　　0.4　　0.2
　　1.1　　0.1
　　2.4　　0.6
　28.9　　12.8
209.8　　57.7
　2.4　　0.4
　17.8　　6.9
　0.8　　0.4
　　2　　0.8
　　0　　-0.1
　0.1　　　0
　3.2　　,-0.7
　0.1　　-0.1
　0.4　　0.2
　0.1　　　0
　1.6　　1.2
　0.1　　　0
　0.8　　0.4
　180　　48.7
　0.1　　　0
　2.8　　0.7
　0.1　　-0.1
37.6　　15.8
　3.8　　1.6
　2.9　　0.8
19.1　　8.6
17.1　　6.7
　7.6　　3.2
28.3　　10.5
　　3.5　　0.9
　　1.6　　　0
　　0.6　　-0.4
　51.3　　9.3
　　2.3　　0.7
　　2.8　　0.6
　　2　　0.2
　0.1　　　0
　　1　　0.4
　8.2　　1.3
　　13　　3.7
　0.6　　0.2
　1.4　　0.3
　　4　　1.6
　27.7　　-1.2
197.6　　-12.2
　3.8　　1.4
　21.5　　3.7
　1.1　　0.3
　2.3　　0.3
　0.2　　0.1
　　4　　0.8
　0.5　　0.1
　　3　　1.4
　1.1　　　1
　0.9　　0.1
158.4　　-21.6
　0.1　　　0
　3.1　　0.3
　43.7　　6.1
　3.8　　　0
　　3　　0.1
　25.6　　6.5
　19.3　　2.2
　13.6　　　6
　59.7　　31.4
　8　　　9　　　9　　　8
43　　　49　　55　　　52
29　　　44　　37　　　29
　7　　　12　　　13　　　15
48　　　57　　53
54　　　58　　65　　　64
1＼　　　75　　80　　　81
87　　　90　　95　　　92
40　　　57　　55　　　45
26　　　34　　41　　　37
37　　　38　　43　　　39
10　　　19　　　12　　　9
53　　　59　　61　　　51
　3　　　7　　　7　　　27
23　　　37　　33　　　30
　　　　　97　　96　　　89
　　　　　　　　　　　　　　42
　　　　　　　　　　　　　　30
56　　　74　　77　　　69
　　　　　33　　51　　　43
26　　　59　　58　　　52
　　　　　　　　　　　　　　59
21　　　23　　16　　　11
　4　　　2　　　2　　　1
37　　　62　　64　　　62
54　　　57　　59　　　55
46　　　82　　84　　　83
95　　　96　　97　　　97
小計（Ｃ） 270.0 294.5　　24.6 431.9　137.4 489.6　　57.7
「肉体労働」－（Ｃ） 3.0 29.2 35.2
（Ａ）－（Ｂ）一（Ｃ） 3.9 37.2 42.1 82.9
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表６　ロシア共和国の就業者数の変動（万人）
19 5 9 19 7 0　増減 ］９７９　増減 19 8 9　増減
　　　　　　　婦人比率
19 5 9 19 7 0 19 7 9 19 8 9
就業者総数（Ａ） 66ir.2 6481.8　864.6 7424､7　942.9 7690､5　　266,8 49　　　50　　50　　　48
精
神
労
働
国家管理
党・社会組織管理
企業・小部門管理者
技師・技術者
農業・畜産技師、獣医
医療従事
科学者・教師
　　　　　研究●調査
　　　　　中等専門教
　　　　　学校管理
　　　　　初・中等教
　　　　　体育関係
　　　　　幼稚園管理
文芸・出版労働者
文化・啓蒙労働者
芸術労働者
法務関係者
商業・食堂・調達
計画・計算従事者
事務担当従事者
公営サービス
行政・経営部局
吏員
　14,3
　9.1
　67､8
277.7
　24.9
　99.6
161.6
　13.4
　8.0
　6､1
109.1
　6.!
　19､0
　6.6
　37.0
　11,1
　4.7
　67.3
212.1
　32.8
　6.4
　8､9
　12，
　11.
　95.
546.
　31.
154.
272.
　30.
　17.
　9.
154.
　7、
　60.
　9.
　35.
　!6.
　6.
　81.
293.
　55.
　9.
　!8.
　10.
　,2.0
　2.8
　28.0
269.2
　6.7
　55､3
110､7
　17.5
　9,4
　3,1
　45.8
　1､7
　4□
　2,4
　-1.6
　5､1
　1.6
　14､0
　81､3
　22.9
　3.3
　!.7
　16，
　20.
126.
758.
　39.
191.
338.
　45，
　23.
　10.
159、
　14.
　85、
　11.
　41.
　22.
　9.
　95.
338.
　79.
　12.
　20.
　13.
　3,8
　9.0
　30.2
211.6
　7.9
　37.0
　65.9
　15.0
　6.2
　0.8
　4､6
　6.2
　25､1
　2､1
　5.9
　6,4
　2.9
　13､8
　45.0
　23.6
　2.8
　2.5
　3.1、
　17､3　　！,2
　26､6　　5.7
159.5　　33.5
806.1　　46.6
　39.0　　-0.5
242.4　　50､5
440.1　　101､9
　57.4　　11.5
　29,1　　5,5
　11,1　　1､1
189.0　　29.6
　17.9　　3.9
136.5　　60.3
　U.2　　0.!
　52.3　　11.0
　12.7　　-9.9
　13.8　　4.6
109.8　　14.7
382.8　　44､4
　83.3　　4､0
　15.6　　3.1
　26.7　　5.9
　18.8　　5､1
27　　　42　　47　　　52
　　　　　28　　37　　　44
14　　　23　　26　　　27
42　　　46　　51　　　52
41　　　42　　45　　　46
92　　　91　　　90　　　88
71　　　73　　73　　　75
39　　　41　　　41　　　30
45　　　45　　45　　　46
38　　　　　　　　　　54
111･　　11　　11　　　18
26　　　26　　30　　　32
98　　　98　　98　　　98
51　　　58　　66　　　65
57　　　80　　84　　　81
33　　　34　　41　　　45
37　　　42　　　　　　54
43　　　64　　77　　　77
76　　　87　　91　　　92
　　　　　97　　95　　　94
57　　　68　　77　　　97
94　　　97　　　　　　68
44　　　61　　　77　　　67
小計（Ｂ） 1041,9 !661.6　619.7 2135.1　　473.5 2457.0　　321.9
「精神労働」－（Ｂ） 155.4 215.9 182.5
肉
体
労
働
発電所従事
鉱山労働
冶金・鋳造
機械製造・金属加工
化学関係
建設資材
木材供給
木材加工
製紙工
印刷工
繊維工
縫製工
皮革・毛皮製造工
靴製造工
食料品工場労働者
建設工
農業就業．
　　　　　ブリガーダ
　　　　　トラクター
　　　　　畜産・牛番
　　　　　搾乳
　　　　　馬丁
　　　　　養豚工
　　　　　牧童
　　　　　その他畜産
　　　　　養禽工
　　　　　養蜂工
　　　　　園芸
　　　　　野菜
　　　　　散水作業工
　　　　　植物栽培等
漁業・養魚従事者
鉄道現業工
水運従事員
自動車輸送・都電就業
通信従事
商業・食堂従事
公営サービス
看護・保母
部門外、その他
　75､3
　56.4
　31.8
　610.9
　27､8
　33.3
　59.2
　90.9
　　4､7
　11.9
　81.2
　78.6
　　9､6
　20.6
　47.8
　314､3
1490.0
　40.5
　148.8
　57.5
　　80
　53､2
　32.8
　32.0
　　9,8
　　9.5
　　4.7
　　4､4
　　3.8
　　0,2
　999.9
　10､9
　108.9
　18.3
　198.3
　14.9
　117.9
　336.9
　54.3
　221.7
　89、
　45.
　36，
977.
　46.
　32，
　43.
　86.
　6.
　13.
　73.
104.
　7.
　18.
　50、
317.
925、
　18.
188.
　82.
　97.
　16.
　16、
　19.
　10.
　8，
　3.
　4、
　3、
　O、
434.
　　5、
　86.
　15.
344.
　20，
206.
322.
　96.
453.
　14.5
　,10.9
　　4.2
366.6
　18.9
　-0,6
　-15.6
　-4.2
　　1.5
　　1.3
　-8j
　25.6
　,2.6
　-2,6
　　2､8
　　2.7
-564.7
　-22､5
　40.0
　24.7
　17,5
　-36.3
　,16.4
　-12.5
　　0.8
　一1.1
　-1.7
　　0.0
　-0.7
　　0.2
-565.3
　-5.0
　-22.6
　-2.8
　145.7
　　5,2
　87.5
　-14.1
　41､8
　232,1
　113.6　　23.8
　47.0　　1､5
　39､6　　3､6
1191.6　　214
　48.7　　2.0
　40,9　　8.2
　仙.5　　･,3j
　80.1　　-6.6
　　6.3　　0j
　14､5　　1､3
　63､8　　，9.3
　108.5　　4.3
　　7,7　　0.7
　12.9　，5.!
　47.9　　-2､7
　337.6　　20,6
　781､6　-143.7
　13.3　　-4.7
　225.1　　36､3
　90.6　　8､4
　93.9　-3.6
　　7.5　　-9,4
　16.4　　　0
　21.2　　1.7
　10.6　　0.0
　10.5　　2.1
　　2.2　　-0.8
　　9.3　　4.9
　　6.6　　3.5
　　0.5　　0,1
　271.1　」63,5
　　5.2　　-0､7
　85,1　　-1.2
　14.1　　-1､4
　493.2　　149.2
　57,3　　37.2
　230,2　　24､8
　236,9　　-86,9
　106.0　　9.9
　520.6　　66,8
　11
　5
　4
119
　5
　4
　3
　7
　4
　10
　1
　5
31
57
20
　9
　7
　1
　2
　1
　11
　7
　1
53
　5
27
24
10
53
0　　5.4
8　　4.8
6　　2.0
0　　0､5
3　　1.6
5　　0､6
.0　　-9.5
.8　　-8.3
.1　　-1､2
6　　1,5
,8　　，14
.6　　，7,9
.3　　-0.4
4　　0､5
､6　　3､7
.0　，22.6
4　-202,2
.8　　4.5
.9　　-21.2
.8　　0.2
.3　　j4､6
､2　　-2.3
.2　　-1,2
.4　　0.2
,8　　1.2
.9　　-i.6
.0　　0.8
､3　　，4､0
,0　　0,4
.0　　0.5
.9　-163.2
.4　　0.2
.7　　-8､4
.1　　5.0
.0　　45.8
､7　　･3､6
.3　　羽,1
,0　　13.1
,1　　-1.9
､3　　15,7
　17　　　17　　　18　　　16
　62　　　60　　61　　　59
　59　　　60　　53　　　42
　21　　　26　　26　　　21
　69　　　67　　64　　　59
　74　　　75　　77　　　75
　85　　　85　　84　　　82
　93　　　95　　95　　　92
　53　　　69　　74　　　60
　46　　　59　　60　　　51
　72　　　82　　85　　　79
　20　　　29　　29　　　23
　58　　　52　　45　　　36
　12　　　18　　28　　　31
　73　　　48　　48　　　34
99､3　　　99　　98　　　94
　　　　　　　　　　　　　　　90
　96　　　96　　93　　　90
　　　　　　74　　　77　　　72
　71　　　91　　　91　　　85
　　　　　　68　　62　　　48
　35　　　38　　34　　　25
　6　　　5　　　5　　　2
　80　　　88　　89　　　86
　91　　　95　　95　　　93
　73　　　92　　92
　73　　　98　　98　　　97
小計（○ 4126.4 4423.0　296.6 4730.3　307､3 4694.8　-136.5
「肉体労働」－（Ｃ） 293.6 181.4 376.8
（Ａ）－（Ｂ）－（Ｃ） 448.9 397.2 659.3 638､7
旧ソ連邦経済における就業構造の推移（保坂）
表７　ヽﾉ連、日本の就業構造
15
日本分類 19 6 0 19 7 0 19 8 0 19 9 0 ソ連分類 19 5 9 19 7 0 19 7 9 19 8 9
総数 4369.1 5211.0 5577.8 6833.6 総数 9913.0 11520.4 13486.0 14189.2
Ａ専門的・技術的職業
　１．科学研究者
　２．技術者
［１－２計］
217.2
　33,6
342.8
　9.9
　70.1
　80.0
488,1
　6.6
　87.4
　94.0
133.5
638.8
　9.8
173.0
182.8
228.5
科学研究
技師･技術者･農畜技
283.6
452.2
735.8
607.6
715.7
1223.3
　649.1
1280.7
1929.8
143.1
863.7
1389.3
2243.0
　183.3
Ｂ管理的職業
　１２．管理的公務員
　１３．会社等役員
　１４．その他
［12-14計］
96.7 205.2
　11.0
　97.1
　97.2
205.3
266.7
　14.2
135.9
116.6
266.7
236.1
　11.1
149.0
　76.0
236.1
115.0
国家・管理
党・社会・管理者
134.5 U6.8
26.2
143.0
275.6
　36.7
311.3
353.6
　46.6
400.1
279.7
Ｃ事務従事
　１ ５．一般事務
　１６．運輸・通信事務
　１ ７．外勤事務
　１８．その他
[16-18計］
447.2
420.3
　26.9
447.2
728.0
691.3
　10.5
　26.2
728.0
929.9
876.3
　22.4
　9.6
　21.6
876.3
1046.8
　988.1
　23.6
　　9.9
　26.2
　988.1
　221.0
商業・食堂
計画・計算
319.8
360.2
680.0
　613.9
　516.0
1129.9
　798.4
　609.2
1407.6
　887.6
　696.8
1583.4
　232.9
Ｅ農林漁業
　２１．農業作業者
　２ ２．林業作業者
　２ ３．漁業作業者
［2 1-23計］
1416.9
1358.7
　58.2
1416.9
1000.9
　951.7
　49.2
1000.9
607.6
549.9
　14.6
　43.1
607.6
538.0
486.0
　12.6
　39.4
538.0
　38.0
農業従事
漁業・養魚
3395.0
　16.1
3411.1
2249.2
　　9.1
2258.3
2073.7
　　7.9
2081.6
1583.8
　　8.4
1592.2
　46.7
Ｇ運輸・通信従事
　２ ６． 鉄道運転
　２ ７． 自動車運転
　２ ８．船舶・航空機
　２ ９． その他の運輸
　３ ０．通信従事
［2 6-30計］
149.9
　93.8
　7.3
　24.0
　24.8
149.9
232.5
168.6
　7.5
　26.9
　29.5
232.5
241.6
　　6.8
183.8
　6.8
　20.7
　23.5
241.6
233.6
　5.6
184.5
　6.3
　16.4
　20.9
233.6
155.8
鉄道現業作
自動車輸送
水運従事
リフト・運
通信従事
166.4
339.5
　24.4
　59.7
　71.9
619.0
138.0
626.4
　22.5
　97.6
　85.2
969.7
　137.3
　898.6
　20.4
　144.4
　98.2
1298.9
125.7
982.0
　30.6
　162.4
　92.2
1392.9
　225.0
Ｈ技能工、生産工程作業、労務
　３１．金属材料製造
　３２．金属加工作業
　３３．一般機械組立修
　３４．電気機械組立修
　３ ５． 運送機械組立修理
　３ ６． 時計計器光学機械
［3 1-36計］
1251.2
　36.7
　178.1
　39.5
　35.6
　1L9
　301.7
1659.1
　46.0
　227.6
　51.8
　93.6
　62.7
　18.5
　499.2
1759.8
　35.2
　199.5
　69.4
　106.0
　75.1
　20.8
　506.0
1796.4
　30.6
202.0
　80.2
150.4
　71.5
　20.6
555.3
184.0
冶金・鋳造
機械製造
　46.9
884.3
931.2
　58.3
1482.5
1540.8
　60.2
1891.9
1952.1
　66.3
1956.1
2021.4
　217.1
　３ ７． 製糸・紡績作業
　３ ８． 衣服繊維製品
　３ ９． 木竹草製品等
　４ ０． パルプ製品等
　４１．印刷・製本
　４ ２． ゴム･プラスチック
　４ ３． 皮・皮製品製造
[37-43計］
115.5
　83.4
　80.2
　20.7
　25.4
　22.6
　9.2
357.0
111.1
126.9
　73.4
　23.8
　34.7
　36.0
　9.2
414.1
　65.9
118.8
　59.1
　20.5
　37.1
　38.2
　9.2
348.8
　54.9
112.4
　48.1
　19.7
　40.0
　44.8
　8.8
328.7
　92.1
繊維・縫製
木材供給・
製紙工・ボ，
印刷工
皮革・毛皮
243.2
213.4
　6.7
　51.7
515.0
303.1
204.0
　8.8
　47.0
562.9
328.1
186.9
　8.7
　40.4
564.1
307.5
167.4
　7､5
　43.7
526.1
102.2
Ｊサービス職業従事
　５ ４． 家事サービス
　５ ５． 個人サービス
　５ ６． その他
［５４－５６計］
　30.6
202.8
233.4
336.7
　14.1
281.0
　41.6
336.7
390.7
　10.7
348.6
　31.3
390.6
416.0
　9.6
374.2
　32.2
416.0
178.2
公営・生活 632.3
632.3
1264.6
1264.6
1501.1
1601.1
1594.3
1594.3
　252.1

